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今回で5回目となるFCEXPOが2009年2月25日

から2月27日まで、東京ビ、ッグサイトで開催されました。

今回も水素エネルギー協会は共催とし、う形でFCEXPO 

の開催を支援いたしました。今回はPVEXPOも同時期

に開催と言うこともあり、 15カ国 ・から 473社が出展

し、会期中の来場者は 26，240人となったそうです。今

回も昨年の入場者数を上回る入場者を集め、景気後退の

影響を懸念していた闘系者の{~画己を払伏する盛況ぶりで

した。

写真1. FC EXP02009受付付近風景

今回の展示では最近テレビ等でのコマーシャルを目

にする機会も多くなった家庭用燃料電池システム「エネ

ファームJが目を引きました。経済産業省資源エネルギ

ー庁によれば家庭用燃料電池システムは 2010年頃より

民間主導による普及段階に入t]，2020年頃からは低価格

化を実現し本格普及段階に入る計画との事です。

セミナーと講演に関しては出展者セミナーが 19件、

基調講演が1件、特別招待講演が12併行われました。

トヨタ自動車(株)の増田常務役員は講演の中で、昨

今開発に名乗りを上げるメーカーも多い電気自動車に関

し以下のように述べていました。電気自動車に関しては

走行航続距離が長く取れない点が電池コストや電池重

量 ・叡責と闘系してしも。反面燃料電池車に関しては重

量1.5ωnクラスの車で、も既に荷崩灘鴎佐500kmを充分達

成している。燃料電池自動車の抱えている問題点はコス

トダウンであり、当面目標を現在の1/10と考えておりそ

こが達成できれば量産効果で更なるコストダウンが可能

との考えを述べていました。

更にEVとFCVあるし、はFCHVの関係はEVがイ型

短lEe離コミューターと FCVが中型や大型の長E鴎佐移動

手段とおのずと棲み分けがなされるとの見解も披露して

いました。

FCHVの普及開始時期の目標は2015年としているそ

うです。

相変わらず海外からの出展も多くカナダ、スイス、フ

ランスは大使査官レベルのバックアッフ。をしたブースを出

していました。

ドイツ水素燃料電池協会、 NRW州、|燃料電池と水素の

ネットワークも出展していました。

写真2. カナダパビ、リオン付近の風景

例年同様に水素エネルギー協会も出展ブースを確保

していただきました。

展示物は例年とあまり大きな違いはないのですが、運

営紙備見明ノミネル、出版物紹介、協会説明パンフレット

の配布などPRをさせていただきました。
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今年も事務局の米富さんがブースにいらっしゃいまし

た。お一人でいらっしゃるのは何かと大変ではなし、かと

思います。せっかくのPRの機会ですから次回から役員

有志を募り HESSの事業として実施しているパタゴ、ニ

アの風力開発など大々的にPRする事も方策かと感じま

した。

写真3. FCEXP02∞9水素エネルギー協会ブース

*可Ir*女*合女合女合女合女合*合***合*********************合*******士*

【FCEXPO 2ω(第6図画水素 ・州制展)】

会期 : 2010年3月3日(水)'"'-'5日(金)

会場: 東京ビ、ッグサイト

主催 : リードエグジビ、ションジャパン(株)

共催 : 水素エネルギー協会 (HESS)

燃料電池開発「静民センター (FCDIC)
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